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社団法人日本社会福祉士会からの「お詫び」と「訂正」

　2007年度社会福祉士全国統一模擬試験（2007年10月実施）における問題並びに解答に，以下のような誤りがある
ことが判明いたしました。謹んでお詫び申し上げますとともに訂正いたします。なお，更なる精査の末，新たな誤りが
判明した場合には，本会ホームページ（http://www.jacsw.or.jp/）の「受験者支援」にてお知らせいたします。

2007年度社会福祉士全国統一模擬試験　問題正誤表

午前の部 問題番号 頁 訂正箇所 誤 正

公的扶助論 29 29 選択肢１ 1972（昭和48）年 1973（昭和48）年

午後の部 問題番号 頁 訂正箇所 誤 正

障害者福祉論
97 18 選択肢Ｂ 参加は認めらなかった。 参加は認められなかった。

97 18 選択肢Ｃ 2004年（平成14）年に、 2004年（平成16）年に、

社会福祉援助技術

111 33 選択肢Ｂ ・・・であるとして“アート”を呼んだ。 ・・・であるとして“アート”と呼んだ。

113 35 選択肢Ｃ
アルコール依存症の利用者へのグループ
ワークに

アルコール依存症の利用者へのケースワー
クに

事例問題１ 44 最終行 人工透析治療を受け入れた（問題125）。 人工透析治療を受け入れた。

正答・解説集 問題番号 頁 訂正箇所 誤 正

公的扶助論

29 39 選択肢２ 2003（平成13）年 2001（平成13）年

30 41
選択肢3～

5

問題文に調査年度の指定が無いため、問題30は不適切問題とする。また、この問
題の根拠となる厚生労働大臣官房統計情報部「社会福祉施設等調査報告」では、
保護施設の１つである医療保護施設の在所者数の調査が2005（平成17）年度より
行われていないためデータとしても不十分である。

地域福祉論 38 51 選択肢Ｂ ・・・社会福祉専門教育を領域したものが ・・・社会福祉専門教育を領域としたものが

老人福祉論
81 100 選択肢A

（『社会福祉士養成講座①　第５版　老人福
祉論』）

（『社会福祉士養成講座②　第５版　老人福
祉論』）

85 105 選択肢Ｃ ・・・支援のための措置等を定め、 ・・・支援するための措置等を定め、

障害者福祉論 95 116 選択肢５ 「特別支援教育」への転換することとなった。 「特別支援教育」へ転換することとなった。

社会福祉援助技術 130 159 選択肢Ｃ （障害者障害者自立支援法第23条）。 （障害者自立支援法第23条）。

介護概論 150 179 選択肢A ・・・、中核障害では設問のとおり記憶と・・・ ・・・、中核症状では設問のとおり記憶と・・・

本会では、「社会福祉士国家試験」の合否をＥメールで個別にお知らせするサービス「国家試験合否通知メール
サービス」を実施します。詳しくは、個人成績表裏面をご覧ください。
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